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サステイナブルキャンパス国際シンポジウム 2011 の 

開催について（お知らせ） 
 

開催概要：サステイナブルキャンパスの構築のためのシンポジウム 

－これまでの取組(Achievements)と今後の課題(Challenges)－ 

環境の世紀である今世紀，大学はこれまで以上に持続可能な社会の実現に対して大きな責務を負

っています。「札幌サステナビリティ宣言」が，札幌で 2008 年に開催された G8 大学サミットにお

いて採択され，そこでは「大学は，持続可能な社会実現のための原動力になる」という決意が示さ

れ，研究と教育を通じて持続可能な社会づくりに貢献すると同時に，「自らのキャンパスを実験場」

として，低環境負荷社会のモデルとなる必要があることが謳われています。 

今回のシンポジウムは，北海道大学が主催する「サステナビリティ・ウィーク」の一環として，

大学のサステイナビリティを支えるハードとしてのキャンパスとソフトとしての諸活動の両面から

の視点で，米国及び日本におけるサステイナブルキャンパスに関するトップランナーの大学から，

これまでの取組(Achievements)やこれからの課題(Challenges)について紹介いただき，サステイナ

ブルキャンパス構築に向けた今後の方向性を検討します。 

日程： 2011 年 10 月 26 日（水） 開場時刻 9:30 開始時刻 10:00/終了時刻 17:30 

場所：北海道大学 学術交流会館 講堂（札幌市北区北 8条西 5丁目）※札幌駅北口より徒歩 7分 

主催：北海道大学サステイナブルキャンパス推進本部，北海道大学施設部 

参加対象・募集人数：一般・学生/定員 300 名  

参加費：無料 

言語：日本語・英語（同時通訳あり） 

プログラム・パネラー：別紙参照願います 

申し込み期間・方法：①お名前・②所属・③電話番号・④メールアドレスを明記の上，下記宛，メ

ールまたは以下のウェブサイトの参加申し込みより 10 月 24 日(月)までにお申し込み下さい。 

  E-mail：office@osc.hokudai.ac.jp    WEB: http://www.sustain.hokudai.ac.jp/sw/jp/ 

詳細については，以下のページをご覧ください。 

http://www.sustain.hokudai.ac.jp/sw/jp/events/2011/buildingcampus 

 

お問い合わせ先 

所属・職・氏名：北海道大学サステイナブルキャンパス推進本部 担当：松原 

TEL: 011-706-3660  FAX: 011-706-4884  E-mail: office@osc.hokudai.ac.jp 

 



時　　間：午前１０時～午後５時半
場　　所：北海道大学学術交流会館　講堂（同時通訳有）
主　　催：北海道大学サステイナブルキャンパス推進本部、北海道大学施設部
後　　援：文部科学省、経済産業省北海道経済産業局、環境省北海道地方環境事務所、
　　　　　国土交通省北海道開発局、北海道、札幌市、日本建築学会北海道支部、
　　　　　北海道ファシリティマネジメント協会、北海道新聞社、北海道建設新聞社
協　　力：パナソニック システムソリューションズ ジャパン、パナソニック電工、富士ゼロックス
　　　　　北海道ガス、北海道電力、三菱電機
参加申込：9/1～10/24までweb、メールで受付、参加費無料

サステイナブルキャンパス国際シンポジウム2011
サステイナブルキャンパスの構築－これまでの取組と今後の課題－

10.26.wed　環境の世紀である今世紀、大学はこれまで
以上に持続可能な社会の実現に対して大きな
責務を負っています。「札幌サステナビリティ宣
言」が、札幌で2008年に開催されたG8大学サ
ミットにおいて採択され、そこでは「大学は、持続
可能な社会実現のための原動力になる」という
決意が示され、研究と教育を通じて持続可能な
社会づくりに貢献すると同時に、「自らのキャン
パスを実験場」として、低環境負荷社会のモデ
ルとなる必要があることが謳われています。
　大学のサステイナビリティに関しては、すでに
米国・カナダの大学を対象に行われているサス
テイナブルキャンパスランキングや、英国の大学
で行われているグリーン・リーグなどがその評価
を行っています。そこでは、エネルギー消費量な
どの数値データだけを問題にするのではなく、マ
ネジメント手法や構成員の参加・協力体制を含
めるなど、大学の特徴を踏まえた総合的な施策
が評価対象となっています。
　一方、国内の幾つかの大学においても、学生
に対する環境教育の充実、キャンパスサステイナ
ビリティを推進するための組織整備など、サステ
イナブルキャンパス構築に向けた様々な取組み
が推進されつつあります。
　今回のシンポジウムは、北海道大学が主催
する「サステナビリティ・ウィーク」の一環として、大
学のサステイナビリティを支えるハードとしての
キャンパスとソフトとしての諸活動の両面からの
視点で、米国及び日本におけるサステイナブル
キャンパスに関するトップランナーの大学から、
これまでの取組(Achievements)やこれからの
課題(Challenges)について紹介いただき、サス
テイナブルキャンパス構築に向けた今後の方向
性を検討することを目的としています。

International Symposium on Creation of Sustainable Campuses 2011
Creation of Sustainable Campuses

Achievements up to the present and Challenges in the future

Date: 26th October 2011, Wednesday
Time: Doors open at 9:30 am, Symposium begins at 10:00 am
Place: Hokkaido University Conference Hall
Language: Japanese, English (Open to the public with simultaneous translation)
Host: Hokkaido University, Office for a Sustainable Campus, Facilities Department

URL  http://www.sustain.hokudai.ac.jp/sw/ E-mail  office@osc.hokudai.ac.jp

（司会：北海道大学施設部長 中村隆行）プログラム
開会挨拶・来賓挨拶
北海道大学理事・副学長　三上 隆
米国からのプレゼンテーション
Dr. Shpresa Halimi, Research Assistant Professor, Institute for
Sustainable Solutions, Portland State University
Mr. Steve Mital, Director of Sustainability, University of Oregon
Ms. Kira Stoll, Sustainability Specialist, Office of Sustainability,
University of California, Berkeley
Ms. Jiffy Vermylen, Sustainability Coordinator,
Office for Sustainability, Stanford University
昼休み
日本からのプレゼンテーション
工学院大学建築学部まちづくり学科　教授　倉田 直道
千葉大学工学部建築学科　教授　上野 武
名古屋大学工学部施設整備推進室　講師　恒川 和久
九州大学人間環境学研究院　准教授　鶴崎 直樹
北海道大学　サステイナブルキャンパス推進本部
特任准教授・プロジェクトマネージャー　横山 隆

休憩
パネルディスカッション
コーディネーター：北海道大学工学研究院
准教授　小篠 隆生
閉会挨拶
北海道大学施設・環境計画室　役員補佐 近藤哲也

レセプション　ファカルティハウス「エンレイソウ」

10:00～10:20

10:20～12:35

12:35～13:40
13:40～15:35

15:35～15:55
15:55～17:25

17:25～17:30

18:00～19:30

Director, Facilities Department of Hokkaido University
Dr. Takashi Mikami, Vice President of Hokkaido University
Presentations from the United States: Between 10:20 am and 12:20 am
Dr. Shpresa Halimi, Research Assistant Professor, Institute for Sustainable Solutions,
Portland State University
Mr. Steve Mital, Director of Sustainability, University of Oregon
Ms. Kira Stoll, Sustainability Specialist, Office of Sustainability,
University of California, Berkeley
Ms. Jiffy Vermylen, Sustainability Coordinator,
Office for Sustainability, Stanford University
Recess (Lunch time): Between 12:35 am and 1:40 pm
Presentations from Japan: Between 1:40 pm and 3:20 pm
Dr.Naomichi Kurata, Professor, Urban Design Laboratory, School of Architecture,Kougakuin University
Dr. Takeshi Ueno, Professor, Architectural Department, Faculty of Engineering,Chiba University
Dr. Kazuhisa Tsunekawa, Lecturer, Campus Planning & Management Office,
Faculty of Engineering,Nagoya University
Dr. Naoki Tsurusaki, Associate Professor, Faculty of Human Environmental Studies,Kyushu University
Mr. Takashi Yokoyama, Associate professor and Project Manager,
Office for a Sustainable Campus, Hokkaido University
Recess (Coffee break): Between 3:35 pm and 3:55pm
Panel Discussion: Between 3:55 pm and 5:25 pm
Coordinator: Dr. Takao Ozasa, Associate Professor, Graduate School of 
Engineering and Director of Office for a Sustainable Campus, Hokkaido University
Closing Address: Between 5:25 pm and 5:30 pm
Dr. Tetsuya Kondo, Professor, Graduate School of Agriculture and Advisory
staff for the president of Hokkaido University
Reception: Between 6:00 pm and 7:30 pm   Place: Faculty House “Enreiso”

The chairman:Mr. Takayuki Nakamura


